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テクニカルインフォメーション
CJ1 の Ethernet 設定 

オムロン製 PLC CJ1H、V7・V6 シリーズ Ethernet 対応機種 

net ユニット（ETN11）を装着し、Ethernet 通信で Vシリーズと接続す

: V712i 

: CJ1H（CPU65H）+ ETN11 

: CX-Programmer (Version:3.01) 

て 

を行う場合、FINS のアドレス体系に従ったノードの指定が必要になりま

アドレスに従ったデータの送受信が必要です。 

1 側では、FINS ノードアドレスから IP アドレスを求める、アドレス変換

、ここでは“自動生成方式”と“IP アドレステーブル方式”を利用し

 

アドレスの最下位バイトを、FINS ノードアドレスとしてそのまま使用す

ドアドレスと IP アドレスの対応が分かりやすい反面、ノードアドレスの

ますので、実際は 1～31）に制限されます。 範囲を越える場合は、IP

テーブル方式 

P アドレステーブル）に基づいて、FINS ノードアドレスを IP アドレスに

ドアドレスと IP アドレスを自由に対応付けられます。 

Ethernet

V7 
CJ1 

ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ : 1 

IP ｱﾄﾞﾚｽ : 192.168.1.1 
ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ : 

IP ｱﾄﾞﾚｽ : 

 

ﾉｰﾄﾞ

Ethernet

V7 
CJ1 

ﾞｱﾄﾞﾚｽ : 1 

ﾄﾞﾚｽ : 192.168.1.200 
ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ : 2 

IP ｱﾄﾞﾚｽ : 192.168.1.201 
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る。 

す。また、Ethernet ネットワーク

が行われます。変換方式には 3 種

た設定方法について説明します。 

る方式です。 

範囲が 1～126（V-SFT では 31 まで

アドレステーブル方式を利用して

変換する方式です。 

10 

192.168.1.10 

IP ｱﾄﾞﾚｽﾃｰﾌﾞﾙ 
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 192.168.1.200 

 192.168.1.201 
 1 

IP ｱﾄﾞﾚｽ ｱﾄﾞﾚｽ 
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４．CX-Programmer での設定手順 

① CX-Programmer を起動し、機種設定を行います。 

 

 

② 「PC の I/O テーブル」で、Ethernet ユニットを登録します。 

 

 

右ｸﾘｯｸ 

③ 「PC の I/O テーブル」ダイアログを一度閉じて、“オンライン接続”にします。 

その後、動作モードを“プログラム”モードにします。 
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④ もう一度「PC の I/O テーブル」を開き、ユニット設定を選択します。 

 

 

＜注意＞ 
オンライン接続中に実行しないと、[ﾕﾆｯﾄ設定]が選択できません。 

⑤ 「Ethernet ﾕﾆｯﾄ CPU 高機能ﾕﾆｯﾄ」ダイアログが表示されます。 

 

 

⑥ 設定を行います。 

IP ｱﾄﾞﾚｽ変換の設定によって、設定内容は異なります。 

■自動生成方式の場合 

  IP ｱﾄﾞﾚｽ変換は「自動生成方式」を選択し、ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ、IP ｱﾄﾞﾚｽを設定します。 

     

IP アドレスの最下位バイトが

“1”なので、CJ1 のノードアド

レスは“1”となります。 

（モニタッチと接続する場合

は、1～31 の範囲で設定しま

す。） 
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■IP アドレステーブル方式の場合 

  IP ｱﾄﾞﾚｽ変換は「IP ｱﾄﾞﾚｽﾃｰﾌﾞﾙ方式」を選択し、ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ、IP ｱﾄﾞﾚｽを設定した後、IP ｱﾄﾞﾚｽﾃｰﾌﾞﾙの 

  「挿入」をクリックします。 

     

 

  ネットワーク上の CJ1 と V7 の、ノードアドレスと IP アドレスを登録します。 

     

     

     

 

 

 

 

 

 

ｸﾘｯｸ 

IP ｱﾄﾞﾚｽﾃｰﾌﾞﾙ 

IP ｱﾄﾞﾚｽ ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 

 192.168.1.200 

 192.168.1.201 
 1 

 2 
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⑦ 設定が完了したら、設定内容を転送します。 

     

 

⑧ CJ1 のイーサーネットユニット ETN11 のロータリスイッチをノード No.と合わせる。 

（スイッチを変更した際は電源を再投入してください。） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意＞ 

ﾛｰﾀﾘｽｲｯﾁとﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ No.が異なると、ETN11 の ERC LED が点灯します。
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５．V-SFT での設定手順 

■自動生成方式の場合             

① [システム設定]→[PLC ﾀｲﾌﾟ選択]で、「SYSMAC CS1/CJ1(Ethernet Auto)」を選択します。 

         

 

② [システム設定]→[ネットワークテーブル設定]で、ネットワークテーブル編集をします。 

 以下の様に、CJ1 と V7 を登録します。 

     

 

 

 

 

CJ1 が初期値の“9600”の場合は必ず V7 も“9600”にします。

ﾕｰｻﾞ定義で他の No.にした場合は、その No.に合わせます。 
＜注意＞ 

CJ1 を割り当てるﾃｰﾌﾞﾙは 1～31 の範囲で設定してください。それ以外を設定した場合、

「データにエラーがあります 46」が表示されます。 

③ [システム設定]→[通信パラメータ設定]で、接続先の CJ1 を選択します。 
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④ V7 本体のネットワーク No.設定を行います。 

本体の操作でネットワーク No.設定をする場合はここで設定せず、⑤へ進みます。 

  

[システム設定]→[本体設定]で「本体設定」ダイアログが表示されます。 

「IP ｱﾄﾞﾚｽ設定」タブで V7 が登録されているネットワークテーブル No.を設定します。 

     

 

⑤ 画面データを転送します。 

 

⑥ V7 本体のネットワーク No.設定を本体で行います。 

④の「IP ｱﾄﾞﾚｽ設定」でネットワークテーブル No.を設定した場合は必要ありません。 

「ローカルメイン」画面から[Ethernet]スイッチで、「Ethernet」画面に入ります。 

       

 

[IP アドレス設定]スイッチを押すと、スイッチ上の文字が[IP アドレスをネットワークテーブルから選択す

る]に変わり、ネットワークテーブル No.を選択できる状態になります。 

V7 に割り当てたネットワークテーブル No.を設定し、[設定完]スイッチを押します。 

[戻る]スイッチで「ローカルメイン」画面に戻ります。 

 

 

 

Hakko Electronics Co., Ltd. 



テクニカルインフォメーション No. TI-M-0012-2 8／9 

 

■IP アドレステーブル方式の場合 

① [システム設定]→[PLC ﾀｲﾌﾟ選択]で、「SYSMAC CS1/CJ1(Ethernet)」を選択します。 

     

 

② [システム設定]→[ネットワークテーブル設定]で、ネットワークテーブル編集をします。 

 以下の様に、CJ1 と V7 を登録します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

CJ1 が初期値の“9600”の場合は必ず V7 も“9600”

にします。ﾕｰｻﾞ定義で他の No.にした場合は、そ

[PLC] ﾈｯﾄﾜｰｸﾃｰﾌﾞﾙ No.と CJ1 のﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ No.を同じ No.

に設定します。 ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ＝ﾈｯﾄﾜｰｸﾃｰﾌﾞﾙ No. 
[V7] 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾃｰﾌﾞﾙ No.と V7 のﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽを合わせる必要はありま

せん。（V7 のﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽは通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定で設定します。）

③ [システム

    
の No.に合わせます。 
＜注意＞ 

・ CJ1 のﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ No.とﾃｰﾌﾞﾙ No.が異なると、「異常コードを受信しました 受信コード 90 05」が表示されます。

・ CJ1 を割り当てるﾃｰﾌﾞﾙは 1～31 の範囲で設定してください。それ以外を設定した場合、「データにエラーがありま

す 46」が表示されます。 
設定]→[通信パラメータ設定]で、接続先の CJ1 を選択します。 
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④ 「細かい設定」タブに切り換えて、V7 のノードアドレスを設定します。1～126 の範囲で設定します。 

     

 

IP ｱﾄﾞﾚｽﾃｰﾌﾞﾙ 

 1  192.168.1.200 

2  192.168.1.201  

IP ｱﾄﾞﾚｽ ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 

⑤ 自動生成方式の場合の④～⑥を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは．．． 

 発紘電機株式会社 技術相談窓口 TEL：076-274-5130 FAX：076-274-52
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